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第３期科学技術基本計画が決定
　2006 年３月 28 日、第３期科学技術基本計画が閣議決定された。2006 年度から 2010
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第53回総合科学技術会議配布資料より
第53回総合科学技術会議配布資料より
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が 2007 年度にも打上げ開始となる見通しが出てきた。2005 年 12 月から ISSで生成実験
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 情報通信分野 TOPICS Information & communication
　2005年のチューリング賞は、デンマークのコペンハーゲン大学の名誉教授であるPeter Naur 博
士に授与されることが発表された。「チューリング賞」は、コンピュータサイエンス分野における最も





























ったことである。Naur 博士は、1986 年の IEEE
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ドイツのマックスプランク研究所の Frank Keppler らは、酸素がある通常の大気下で、さまざまな植物
がメタンガスを放出していることを見出した。Keppler らの見積りによれば、植物のメタンガス排出量














































Institute of Water and Atmospheric Research の














Advanced Synthesis & Catalysis Research（ASC 化
研）藤原 祐三 氏及び京都大学大学院 阪井 康能 氏のご
投稿をもとに科学技術動向研究センターにて作成
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 フロンティア分野 TOPICS Frontier
　我が国で初めて学生が製作した衛星は、2003年に打ち上げられた東京大学と東京工業大学の1辺
10cmの立方体の衛星であり、 東京大学の2機目の衛星も2005年に打ち上げに成功した。 このた
び、2006年 2月22日には、4機目となる東京工業大学の超小型衛星 「Cute‐1.7 ＋ APD」 が、
Ｍ‐Ｖロケットで軌道投入された。 搭載されたAPD（Avalanche Photo Diode）は、放射線検出器と
して初めて軌道上実証を行うものである。今回の成功に続いて、2006年中に、日本大学、北海道工業大
学、九州大学などからも、学生が製作した衛星の打上げが予定されている。このような活動は、NPO法





























































Cute‐1.7 ＋ APDの外観（20cm× 10cm× 10cm）
写真提供：東京工業大学 松永研究室
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件数（件） 量（ｔ） 件数（件） 量（ｔ）
完了 387（57.5）＊１ 37,081（9.0） 463（51.8） 62,990（8.5）
一部着手 71（10.5） 279,370（68.0） 75（8.4） 65,225（8.8）
未着手 215（31.9） 94,373（23.0） 298（33.3） 613,125（82.3）
その他＊２ 0 0 58（6.5） 3,639（0.5）




















岩手県側 15ha、15 万 m3、













130 × 200m ×深さ 20m 以
上、容積約 75.3 万m3、うち
混合物 60.5 万m3、コンクリ
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＜0.5 5.3 ＜ 1 ＜ 0.02 ＜ 0.0001 0.82
計画処理水質 60以下 90以下 10以下 0.2 以下 1以下 10以下
水質の単位はダイオキシン類（pg‐TEQ/l）を除いてすべてmg/l
青森県技術資料を参考に作成
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4   修復の安全・安心と資源循環へ向けた動向蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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図表５　2005 年時点での ISS の外観
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実施年月 実験機会 実施国 実施内容、件数など
1983～ 2002 スペースシャトル 米国 インシュリン分離など54件
1983～ 2002 スペースシャトル 欧州 13件
 1992.1 スペースシャトル 国際 IML‐１
 1992.9 スペースシャトル 日本 FMPT（酵素など）
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微小重力利用の研究動向　̶宇宙環境と地上環境での研究の競争と協調̶
DAS：Diamond Air Service　「ダイヤモンド エア サービス譁」
ECLSS：Environmental Control and Life Support System　「宇宙船用環境制御・生命維持システム」
FMPT：First Material Processing Test　「第一次材料実験」
GCB‐GT： Granada Crystallization Box‐Gel Tube Method　「タンパク質結晶作製装置̶ゲルチュー
ブ法」（GCBの改良版）
HASTIC： Hokkaido Aerospace Science and Technology Incubation Center　「北海道宇宙科学技
術創成センター（NPO法人）」
HOA：Heads of Agency　「宇宙機関長会議」
ISPR：International Standard Payload Rack　「国際標準実験ラック」
ISS：International Space Station　「国際宇宙ステーション」




MGLAB：Micro-Gravity Laboratory of Japan　「譁日本無重量総合研究所」
NMLC： National Microgravity Laboratory, China Academy of Science　「国家微重力研究室（中国
科学院）」
Ｓ：Starboard　「右舷」
UAB：University of Alabama at Birmingham　「アラバマ大学バーミンガム校」
USEF： Institute for Unmanned Space Experiment Free Flyer　「譛無人宇宙実験システム研究開発
機構」
USERS：Unmanned Space Experiment Recovery System　「次世代型無人宇宙実験システム」
USML：United States Microgravity Laboratory　「米国微小重力実験室」
USMP：United States Microgravity Payload　「米国微小重力実験ペイロード」
X‐FEL：X‐ray Free‐Electron Laser　「Ｘ線自由電子レーザ」
ZARM： Zentrum für angewandte Raumfahrttechnologie und Mikrogravitation（Center of 
Applied Space Technology and Microgravity）　「応用宇宙技術・微小重力センター」（ブレー
メン大学）
■略語のフルスペル■
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